
北海道私立大学教職員組合連合

北海道私大教連は、北海道の私立大学で働く人なら
誰でも加入できる労働組合です
労働条件は労働者と使用者とで決めるものです。
使用者が一方的に決めるものではありません。
これを、労働条件の決定における

「労使対等」原則と言います。

そこで、労働組合の出番です。
働く人たちが一つになる（団結する）ことで、労使
対等が実現し、様々な事柄について交渉（団体交
渉）することが可能になるのです。

労働組合がなければ、
労使対等、職場の民主主義は
実現しない！

しかしながら現実には、働くひと一人一人の力は
弱く、労働条件は使用者が一方的に決めている職
場が多いのではないでしょうか。とりわけ非正規
雇用の立場では、雇用期間が定められている（有
期雇用）こともあって、疑問や不満を感じていて
も、声をあげること自体が困難です。

日本国憲法第二十八条　勤労者の団結する権利及び団体交渉その他の団体行
動をする権利は、これを保障する。
※詳細は、労働組合法によって定められています。

【労働条件の決定】労働基準法第二条 　労働条件は、労働者と使用者が、対
等の立場において決定すべきものである。
【労働契約の原則】労働契約法第三条 　労働契約は、労働者及び使用者が対
等の立場における合意に基づいて締結し、又は変更すべきものとする。
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■現在、北海道私大教連には、札幌学院大学、札幌大学、天使大学、北星学園大学、北海学園大学、酪農学園大学
などの教職員組合が加盟し、各大学の情報・経験交流や、各種の取り組みを行っています。また、日本私大教連（純中立）
の活動に加わり、国公立大学の教職員組合や地域の労働組合とも連携しています。
■私大教連には、私大で働く人たち――正規雇用の教職員だけではなく、非正規雇用の教職員、非常勤講師、委託業務・派遣
で働く人たち――なら誰でも加入できます。仲間とともに力強い労働組合をつくって民主的な職場を実現しましょう。
■職場の悩みなど、お気軽にご相談ください（秘密は厳守します）。

いわれのない解雇や懲戒に
対して、1人では対抗する
手段がありません。

何の知らせもなく賃金や
労働時間が変えられて
は、安心して働き生活す
ることができません。

多忙な職場では、同僚と
話し合う機会もなかなか
持てず、孤立しがちです。

日本の大学生の学費は世
界でも最高レベル。
個々の教職員の立場では
どうしてあげることもで
きません。

不当な解雇や懲戒に対しては、
当該組合だけでなく、北海道私
大教連、日本私大教連も一丸と
なって立ち向かいます。

組合は、労働条件を
経営者と話し合う権利
=団体交渉権を持っています。

みんなが平等に加入権を持つ教
職員組合があれば、仲間とのヨ
コの繋がりができ、悩みや疑問
を話し合うことができます。

私大教連では、学費負担軽
減のための私大助成運動を
展開しています。

組合のない大学では… こんなとき 組合のある大学では…

不当解雇！

職場で孤立

一方的な
労働条件の変

更

学費で悩む
学生を助けた

い

私たちには全国に仲間がいます 一人はみんなのために、みんなは一人のために

無料法律相談が受けられます

私たちはこんな活動をしています！

　私たちも加盟する日本私大教連（日本私立大学教職
員組合連合）は地区組織・県組織の連合体で、日本で
唯一の私立大学・短大教職員組合の全国組織です。
　日本私大教連には、37都道府県をカバーする17単
位組織、181単組、約２万人が加盟しています（2013
年３月現在）。

　北海道私大教連は、北海道の私立大学で働くみなさん一人
一人のためにあり、組合員みんなで支え合って活動・運営し
ています。困ったときには多くの仲間が支えてくれます。

　北海道私大教連は法律事務所と顧問契約を締結しており、
無料法律相談が受けられます。

北海道私立大学教職員組合連合・本部書記局　℡：011-261-3820 ／ E-mail：doshikyoso@ybb.ne.jp
〒060-0001　札幌市中央区北1西10-1-11　原田ビル3階 ／ http://hfpu.webnode.jp/
※職場のメールを使った相談はトラブルにつながるおそれがあります。個人のメールアドレスをお使いください。

◎教職員組合・組合員の権利侵害を許さない活動

◎学費・教育費負担軽減のための私大助成運動

◎大学づくり、調査研究、教育研究活動、私たちの取り組みや教育政策
を紹介するニュースの発行

◎賃金・労働条件、教育・研究条件の改善をめざす運動


